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Creative Network事業

「R16～国道16号線スタジオ」がスタート！

Creative Network事業

ヨコハマ創造都市を巡るリレーレクチャー &
ヨコハマ創造界隈アーティストトーク

Creative Network事業「R16 ～国道 16
号線スタジオ」が8.17にスタートし、夕刻 6
時から入居アーティストのウェルカムパーティ
を開催した。メールニュースだけの配信告
知だったが、200人もの人が訪れてくれ、廃
墟と化していた横浜の心臓部が、15年ぶり
に活況をみせた。R16スタジオは、最近の
高架下の店舗のようにお洒落にインテリアを
壁で覆った空間とは異なり、床と低い壁を施
しただけの外のような空間。訪れてくれた人
の感想は、「外じゃないか」、「雨風しのげる
の ?」とか、「トイレは？」等、予想通りの反応
で、こんな場所でアートができるのだろうか
と、みんな目をぱちくりさせていた。入居する
側の作家も同様で、どう使っていくのか、とま
どっているというのが正直なところだ。どうして
このような造りにしたかの理由はここでは述べ
ないが、2ヶ月～3ヶ月ぐらい経てどのように
変化していくのかを、にやにやしながら、見
守っていただければと思う。

ヨコハマ創造都市を巡るリレーレクチャー

2018年5月～2019年2月 金曜の夜（例外あり）
19:30～21:00  参加費：各回1,000円 
（5回パス券3,000円・ 10回パス券5,000円）

今後の予定
10/26 @シルクセンター ｜神部 浩 （横浜市文化観光局部長）

11/9 @ Lプラザ｜岡部友彦（コトラボ合同会社代表） ＋ 
 　　　　河本一満（横浜市 /寿オルタナティブ・ネットワーク）

11/16 @ THE BAYS｜木村洋太（株式会社横浜DeNAベイスター
ズ・THE BAYS 執行役員事業本部本部長）

12/7 @ シルクセンター｜恵良隆二（横浜市芸術文化振興財団専
務理事） ＋杉崎栄介（アーツコミッション・ヨコハマ） 
1/11（会場は調整中）｜近澤弘明（株式会社近沢レース店代表取
締役社長）＋横濱まちづくり倶楽部メンバー
1/25 @ BUKATSUDO｜川島史（リビタ/BUKATSUDOマネージャー）

2/1 @ 若葉町ウォーフ｜佐藤 信（若葉町ウォーフ代表 /劇作家、演出家）

2/22 @ 関内フューチャーセンター｜治田友香（関内イノベーション
イニシアティブ株式会社代表取締役）

3/1 （会場は調整中）｜工藤裕二（横浜市文化観光局文化芸術創
造都市推進部課長）

横浜市が創造都市構想を打ち出したのが
2003年。2004年に誕生したBankART1929
を筆頭に街なかに様 な々文化活動拠点がこ
れまでに誕生してきた。こうした公的予算が導
入されている施設を中心にヨコハマ創造界隈
は徐 に々形成されてきたが、現在では民間の
プログラムも増えて1,000名を越えるクリエイ
ターが活動するゾーンへと成長してきている。
このプログラムでは、急な坂スタジオ、初黄・
日ノ出町地区（黄金町エリア）、象の鼻テラ
ス、YCC、THEBAYS等の主要拠点の他、こ
の地域において重要な役割を担い活発に活
動している団体、チーム、シェアスタジオ等、
また創造都市のフレームの構築を担った組織
や行政の方にもお話を伺う。「巡る」とあるよう
に開催場所はその都度変わり、原則各拠点
の施設を順繰りに巡ることになる。

ほぼ前期事業が順調に推移、終了し、後期開催プログラムを現在案内中。引き続きよろしくお願いします。

ヨコハマ創造界隈アーティストトーク

2018年5月～2019年2月 土曜 （例外あり）  19:00～20:30   会場：BankART Home  

参加費：無料（ワンドリンクのオーダーをお願いします ）

ヨコハマ創造都市を形成してきたクリエイターによるアーティストトークのシリーズ。

今後の予定 9/22 川本尚毅、9/29西田司、10/6川口ひろ子、10/13飯田善彦、10/20丸山欣也＋浅沼秀
治、10/27櫻井淳・悦子・心平、11/10 曽谷朝絵、11/17柳澤潤、11/24似て非works、12/1杉浦裕樹、
12/8伊藤有壱、12/15金木伸浩 他、12/22浅野宏治＋茂木隆宏、1/12八幡温子、1/19梶原俊幸、1/26
森日出夫、2/2両見英世、2/9中川憲造、2/16のげやまくん、2/23北風総貴、3/2宮 晶子

アクセス：R16（横浜市西区桜木町7-48）
横浜駅より徒歩12分、みなとみらい線「新高島駅」より徒歩5
分、市営地下鉄「高島町駅」2番出口より徒歩5分
高島町駅、横浜駅から、迂回する陸橋をご使用ください。また
バス停「花咲橋」からも歩けます。
＊国道16号線の横断歩道のない場所を横切るのは、絶対に
止めてください。

Creative Networkとは？これまでの横浜市における約13年間の創造都市施策のあゆみを、レクチャー、アーティストトーク、スタジオ
ワーク等のプログラムの開催を通して、この一年間、検証していくプログラムです。こうした活動と情報発信を通して、各創造界隈拠点の
繋がりを深め、その活動を広く市民に周知し、次世代につながる都心臨海部の賑わいづくり、活性化を目的とします。

【R16 ～国道16号線スタジオ】
旧市街地と新市街地（みなとみらい）を分
つ、東急東横線（横浜駅～桜木町駅）の廃
線跡。上部は、かつて線路だった場所を
2021年度までに遊歩道へ変換させる計画と
なっている。今回の試みは、こうした状況の
中、現在眠っている高架下を活用し、期間
限定のスタジオ・アトリエを挿入するプロジェ
クトである。位置は高島町の交差点（二代目
横浜駅があった場所）から桜木町方面に続
く16ブロック約100mのゾーン。原則として制
作場所としての活用だが、適時オープンスタ
ジオ、ワークショップ等の期間を設けて、市
民に対しても開いていく。

次回イベント予告　R16 オープンスタジオ  
Opening Party：11/16fri 18:30～（Open Studioは17時から）
Open Studio：11/17sat～18sun 11:00～18:00
スタジオアーティスト：金子未弥、シェアスタジオSha-Ba（写場）（秋
山直子、北山深雪、古賀通代、hondachihiro、菅原康太）、
363table、マツダホーム、土屋信子、渡辺 篤、nitehi works / 堀崎
剛志、owowbund1871（オウオウバンド）
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編集後記
□4月のNYKの大引越からはじまって、BankART1929オフィス、
BankART Home の構築、 6～7月はR16スタジオ工事やBankART

妻有準備運営、合宿、そして8月はBankART Studio NYK代替えの
新スペースについてのコンペ案作成と、この間つくることばかり行って
きた数ヶ月だった。季節も冬から春、春から夏、そして既に大分朝夕
は寒くなってしまい、もう一周してしまったようにも感じる。そんなこんな
で忙しくしているので、不安定でつらいとかいうことはないが、なんだ
かあてのないまま放浪をしている感はあり、少しは落ち着きたいなとい
う気持ちにはなってきていることも確かだ。でもと思う。他にやりたいこと
はないし、ふうって息を吐いて少し休んで、また背筋をのばして、「続
けるか」である。

BankART school通信
BankART school 2018 鈴木理策ゼミ
「なぜ写真か？」2018年5月17日

BankARTスクールがはじまった。ここ当分は、この新しく相生町
にオープンした「BankART Home」が、スクール開催の仮の
住処だ。午後7時30分、ドアを閉じて、厳かにゼミをスタートす
る。この小さな拠点は、これまでの河岸にあったような静かな場
所とは真逆、飲食店がひしめく繁華街にある。ファーサードのガ
ラス面には、帰路につく人、飲み屋に向かう人たちの影がひっき
りなしに続く。
今回、プロジェクション画面をリア（道路側）、とフロント（内部
空間側）双方向から見えるように配してみた。中で行っているゼ
ミの様子を外を歩く人にも少し感じてもらうためだ。さて、外の人
たちの反応は？ゼミ受講生は？
ゼミ終了の9時。ドアは開かれ、夜の人たちが、混ざり始める。

ヨコハマ創造都市を巡るリレーレクチャー　
梶山祐実　2018年6月29日

梶山氏はBankART1929スタートのときの都市デザイン室の担
当者であり、その後も創造都市事業構想の創成期を支えてく
れた人だ。その後、局が変わっても様 な々断面で、創造都市
事業を応援し続けてくださった。その梶山さんが、再びデザイン
室の室長として着任されたことは本当に嬉しい。今日のレク
チャーでは、横浜市の街づくりの理念から創造都市構想に至る
骨子を丁寧に話していただいた。BankARTが、アートのための
アートプロジェクトに陥らず、街づくりから生まれてきたプログラ
ムであり、歴史的な建造物を活用しながら、街を元気にしてい
くという理念を継続して持ち続ける事ができているのは、こうした
梶山さんたちの街に対する深い愛情や理解があるからと思って
いる。

　　　　　    of�ce 
〒231-0012 横浜市中区相生町3-61 泰生ビル410
TEL 045-663-2812   FAX 045-663-2813　
info@bankart1929.com　www.bankart1929.com

10-12月 詳細は別刷りチラシ・HPにて

バンカートスクールは、横浜・馬車道に残る歴史的建造物を芸術文化に活用したBankART1929のプログラムのひとつとして、
2004年4月に開校しました。と書いてから早14年。場所は「馬車道に残る歴史的建造物」から日本郵船の倉庫へ、そしていまま
た、関内の泰生ビルへと移りましたが、基本理念は変わっていません。
バンカートスクールの守備範囲は美術・演劇・写真・建築・音楽・ダンスなどアート全般におよび、講師は各ジャンルの第一線で活
躍する人たちばかり。子供向けのワークショップから専門性の高い講座までレベルはさまざまですが、いずれも少人数制で、講
師と受講者同士の親密な交流を重視する現代の寺子屋をめざしています。
この13年の間に297講座、述べ962人の講師の方々をお招きしました。受講生は4歳のおじょうちゃんから85歳のおじいちゃん
まで、述べ4600人をこえます。ぶっちゃけ話、これらの講座をうけたところで即戦力にはならないし、なにか資格が得られるわけ
でもありません。受けるだけではなんの役にも立たないのです。むしろここから自分たちでなにを立ち上げていくのか、それが問
われているのです。

バンカートスクール校長　村田 真

［10月– 12月期］ 
火｜「政治とアート」南雲由子＋伊藤大貴
水｜「BankART義塾Part 3」 池田 修、村田 真、他

バンカートスクール

2018年10月–12月募集案内
会場：BankART Home
時間：19時30分～21時（8回）　
定員：16名

バンカートスクール 2018年10-12月期受講生募集！
BankART school 2018年10月～ 12月期の受講生の募集がはじまりました。
是非みなさんご参加ください。

BankART schoolの概要｜時間＝19:30～21:00　 会場＝BankART Homeにて 
料金＝1講座12,000円  入学金3,000円（初めての方のみ）  定員＝16名
お申し込み方法｜①受講したい講座名 ②お名前 ③ご住所 ④電話番号 ⑤メールアドレスを、メール・FAX・
電話のいずれかにてお知らせください。
お申し込み・お問い合わせ ｜BankARTスクール事務局  
school@bankart1929.com　TEL 045-663-2812　FAX 045-663-2813

火｜ 「政治とアート」 南雲由子＋伊藤大貴
 ①10/23 ②10/30 ③11/6 ④11/13 ⑤11/20  ⑥11/27 ⑦12/4  ⑧12/18
水｜「BankART義塾 Part3」 池田 修、村田 真、他 ※この講座は無料です
 ①10/24 ②10/31 ③11/7 ④11/14 ⑤11/21 ⑥11/28 ⑦12/5 ⑧12/19

BankART Home オープン！

11:00～23:00（日曜定休）

〒231-0012 横浜市中区相生町3-61 泰生ビル1F

BankART Studio NYK閉鎖に伴う引越の第一
弾として、関内地区、相生町関内さくら通りに小
さなカフェスペースをオープンした。主にはアー
ト系のブックショップですが、夜はパブに早変わ
り。BankARTスクールや週末にはドリンク片手に
アーティストトークが行われる。河岸も潮風も広さ
もここにはないけれど、何か新しい芽を生やすこ
とができればと。皆さん、お気軽に訪ねてきてく
ださい。

BankART 妻有「桐山の家」
大地の芸術祭 2018参加作品。2006年にオープンした
BankART妻有も今年で12年目。古い農家を住めるように、
みかんぐみ＋神奈川大学曽我部研究室とともに改造。合併
浄化槽、ウォシュレット、お風呂、インターネットと設備は整え
た。建築のディテールは、BankART ゆかりの作家に直接、
制作してもらった。展示物は主にBankARTのコレクション。
今回はBankART本体が引越中でもあり、コレクションの大
半を持ちこみ展示した。BankARTのメンバーが、フル滞在
してお客さんをむかえいれる。会期中51日は無休で、冷た
い麦茶を来館者全員に提供する。ときには、自転車かき氷機
で製造したかき氷や農家の方が差し入れて下さった野菜を
提供したりする。夕刻からは、知り合いを中心にした泊まり客
がある日も多い。

BankARTスクール2018妻有合宿　8月7日～11日
今年の夏は、BankART妻有で合宿ゼミをおこなった。7
日早朝に横浜を車で出発、その日は見学のみ。8日は朝、
村田真ゼミ、昼は見学会、夜は開発好明ゼミ。9日は朝、
松本秋則ゼミ、昼は見学会、夜は村田ゼミ。10日は朝、
松本ゼミ、昼は見学会、夜は開発ゼミ。11日は、朝から
見学＋帰路。ゼミ終了後には、連日オプションのバーベ
キューや宴会も始まる。参加者は、スタッフを入れて8人
程度だし、密度が濃いというか、本当に忙しいスケ
ジュールだった。夜、横浜に戻った参加者は、久々の都
会のクーラーに放心したような様子だった。


